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柿
の
色
づ
き
と
共
に
、
今
年

も
稔
り
の
秋
と
な

っ
た
。
過
剰

生
産
だ
の
何
だ
の
と
言
わ
れ
て

も
、
収
穫
時
は
嬉
し
く
心
は
ず

む
も
の
で
あ
る
。
台
風
の
害
も

受
け
ず
、
豊
作
だ

っ
た
秋
を
ま

ず
は
祝
い
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
此
の
秋
は
、

大
き
な

ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
と
追

い
か
け
て
来
た
。

ア
メ
リ
カ
で

の
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
、
そ
れ

に
対
す
る
報
復
行
動
、
そ
し
て

炭
疸
菌
。
国
内

で
も
狂
牛
病
の

発
生
は
、
関
係
す
る
多
く
の
人

た
ち
に
、
多
大
な
問
題
を
投
じ

て
し
ま

っ
た
。

先
行
き
不
透
明
な
社
会
情
勢

・

経
済
情
勢
の
中

に
あ

っ
て
は
、

な
か
な
か
将
来
は
読
み
に
く
い

時
代
と
な

っ
た
。

難
し
い
事
は
と
も
か
く
、
今

此
処
に
住
む
私
た
ち
は
、
収
穫

を
喜
び
、
庭
先

の
菊
の
香

に
安

ら
ぐ
時
間
を
持

つ
こ
と
が
出
来

る
。
そ
し
て
、
よ
り
よ
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
話
し
合
い
、

活
動
に
移
す
こ
と
も
出
来
る
。

つ
ま
り
世
相
は
厳
し
さ
を
増
し

て
来
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
、

今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
時
間
を

刻
ん
で
い
け
る
わ
け
で
、
こ
れ

は
、
と
て
も
尊
い
こ
と
な
の
か

も
知
れ
な
い
。
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区
の
情
勢
を
報
告
致
し
ま
す
。

過
日
の
萩
の
里
ま

つ
り
に
は

大
勢
の
方
々
の
参
加
を
み
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
協
力
頂

き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
米
国
の
テ
ロ
、

国
内
の
経
済
の
低
迷
等
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
の
内
で
の
地
域
の
者

達
が
力
を
合
わ
せ
協
力
し
て
行

く
事
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
ま

す
。
下
市
田
区
の
大
き
な
柱
と

し
て
育
て
て
行
く
事
が
肝
要
と

思
い
ま
す
。

広
域
農
道
開
通
祝
賀
会
が
各

地
区
で
行
わ
れ
、
下
市
田
区
で

も
九
月
二
十
四
日
、
地
権
者

ｏ

歴
代
の
推
進
委
員
の
方
々
が
集

い
御
祝

い
を
致
し
ま
し
た
。

（平
成
二
年
か
ら
始
ま
り
全
長

三
二
ｋｍ
、
事
業
費
三
百
二
十
八

億
円
、
ま
た
町
内
で
は
六

・
六

ｋｍ
、
事
業
費
約
六
十
億
円
、
平

成
十
三
年
完
成
）
、
又
朝
霧
の

里
事
業

（北
村

・
北
の
原
地
区
）

に
つ
き
ま
し
て
は
地
権
者
の
方
々
、

周
辺
の
皆
様
の
御
理
解
を
頂
き
、

現
地
測
量
の
段
階
に
入
り
ま
し

た
。
ふ
る
里
道
路
湯
ケ
洞
線
、

又
農
免
道
路
等
工
事
が
進
行
致

し
て
お
り
ま
す
。　
一
日
も
早
く

工
事
が
完
了
す
る
事
を
祈
念
致

し
ま
す
。 区

の
情

勢

に

つ
い
て

局
長
さ
ん
は
区
民
に
慕
わ
れ
、

神
社
の
大
祭

・
区
内
の
行
事
に

名
士
と
し
て
参
加
さ
れ
尊
敬
を

集
め
て
参
り
ま
し
た
。
昭
和
六

区

長

富

田

隆

仁

十
月

一
日
待
望
の
下
市
田
郵
　
十
三
年
国
道

一
五
三
号
線
吉
田

便
局
が
オ
ー
プ
ン
開
局
と
な
り
　
地
区

へ
新
築
移
転
と
な
り
、
お

ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
振
り
返
　
年
寄
り
の
皆
様
を
始
め
多
く
の

り
ま
す
と
、
明
治
四
十
年
二
月
　
区
民
の
方
々
が
不
自
由
を
し
て

十
六
日
旧
市
田
村
大
字
下
市
田
　
参
り
ま
し
た
。

中
村

（明
治
二
十
年
下
市
田
村
　
　
各
方
面
の
御
理
解
と
御
援
助

が
五
ケ
村
と
合
併
）
に
開
局
さ
　
に
よ
り
平
成
十
三
年
十
月

一
日

れ
、
以
来
明
治

・
大
正
の
三
十
　
に
、
発
祥
の
地
中
村
の
近
く

ヘ

五
年
を
経
て
、
昭
和
十
四
年
八
　
一戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。
記
念
す

月
二
十
日
市
田
駅
前
に
新
築
移
　
べ
き
年
と
な
り
ま
し
た
。

転
し
、
更
に
昭
和
三
十
六
年
十
　
　
以
上
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

月
二
十
六
日
市
田
駅
南
寄
り
に
　
寒
い
冬
を
迎
え
ま
す
、
充
分
注

移
転
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
　
意
し
て
下
さ
い
。
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一

親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
　
属
じ
肝
型
′空

水
利
委
員

小

島

孝

彦

嚇
胸
い
ｒ
臓

へ 路

例
年
開
催
さ
れ
る
区
役
員

・
　
の
侵
入
等
々
、
好
プ
レ
ー
、
珍

委
員
合
同
の
、
親
睦

ス
ポ
ー
ツ
　
プ
レ
ー
の
続
出
の
競
技
と
な
り

大
会
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会
　
ま
し
た
。

が
、
去
る
九
月
十
六
日
の
午
後
　
　
成
績
は
、
最
少
七
十
四
打
、

区
民
会
館
前
の
広
場
で
行
わ
れ
　
最
多
百
二
十

一
打
で
、
み
ん
な

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
頑
張
り
ま
し
た
が
、
成
績
発
表

本
年
は
、
役
員

・
委
員
の
改
　
の
み
で
賞
品
は
な
し
。

選
が
あ
り
、
継
続
者

・
新
任
者
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
区
の
役

の
顎
自
慢
や
、
腕
自
慢
の
メ
ン
　
ロ貝
・
委
員
会
相
互
の
親
睦
と
、

バ
ー
が
顔
を
揃
え
ま
し
た
。
　
　
各
委
員
の
縦
横
の
連
携
を
深
め

幸
い
に
も
天
候
に
は
恵
ま
れ
　
た
事
は
、
今
後
の
活
動
に
と

っ

ま
し
た
が
、
や
ゝ
伸
び
過
ぎ
の
　
て
大
き
な
糧
と
な
る
と
思
い
ま

雑
草
が
混
在
す
る
ラ
フ
条
件
の
　
す
。

I【収入金の部】

平成13年度下市田区一般会計前半期決算報告書

(自 平成13年 4月 1日 ～至平成13年 9月 30日 )

収入金計 30,796,673円  支出金計 16.419,817円  差引残高 14,376,856円
Ⅱ.【支出金の部】 (単位 円)

`ヽ _

1.収 入 の部

平成13年度高森町公民館下市田支館 中間決算報告書

(自 平成13年 4月 1日 ～至平成13年 10月 1日 )

既収入額 3,651,381円  既支出額 2,884,805円  残 高 766,576円
2.支 出の部 (単位 円)

項   目 予算現額 決算収入額 比較 (予算・決算)

1.区 イセ 15,020,000

1,396,000

3,550,000

1,545,000

550,000

2,600,000

350,000

6.500,000

7,558,690

9,944,267

379,531

184,766

2,260,000

160,753

10,308,666

7,461,310

1,396,000

+ 6,394,267

1,165,469

365,234

340,000

189,247

+  3.808,666

収 入 合 計 31,511,000 30,796,673 714,327

項   目 予算現額 決算支出額 比較 (f・算・決算)

総

環

林

務  費

衛 生 費

1,020,000

2,670,000

2,660,000

2,240,000

3,010,000

4,043,000

5,175,624

157,226

7,007,865

1,918,072

651,030

1,510,000

9,569,376

1,123,000

862,774

+  4,337,865

741,928

1,588,970

1.500.000

4,043,000

支 出 合 計 31,511,000 16,419,817 - 15,091,183

科 11 予 算 額 既 収 入額

雑   収   入

600,000

3,010,000

1,250,000

1,000

673,050

1,510,000

1,448,200

20,131

計合 4,861.000 3,651,381

科 目 予 算 額 既 支 出額

4.予   備   費

2,925,000

1,680,000

236,000

20,000

2,090,407

761,275

2,723

30,400

計 4,861,000 2,884,805

金

金

入

金

金

7.諸 収 入 金 |

~~‐ ‐   ‐~~~~~~~~~~1

8.前 期 繰 越 金
|

6.消  防  費
7.公 民 館 費

8.予  備  費

1  14.745.000
1~~~ 

‐ ~~~~

1  1,123,000

4.土  木  費
5.水  利  費

金

金

金

2.

3.

4.

繰   入

総

一
事

一
広

2.
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林
務
委
員
会

で
は
、
区
の
財

産

で
あ
り
ま
す

区
有
林
の
【堡
一式

維
持
管
理
が
主

た
る
事
業
目
的

で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
度
計
画
に
基

づ

い
て
事
業

の

推
進

に
当
た

っ

て
い
ま
す
。

ま
ず
は
四
月

よ
り
新
し
い
体

制

に
入
り
、
委

員
全
員
が
区
有
林
を
知
る
た
め

に
、
区
有
林
の
境
界
確
認
及
び

境
界
線
の
整
備
を
す
る
と
共
に
、

山
林
の
状
況
を
把
握
し
た
。
同

時
に
山
作
業
に
必
要
な
道
具
、

備
品
の
手
入
れ
、
整
備
、
管
理

等
も
行
う
。

次
に
は
今
年
の

一
月
の
大
雪

に
よ
り
巡
礼
沢
の
ヒ
ノ
木

（樹

齢
の
若
い
幼
木
等
）
が
曲
が
り

折
れ
、
倒
伏
の
被
害
に
遭
い
、

そ
の
整
備
に
当
た
る
。

区
民
の
皆
様
の

「
手
」
を
お

か
り
し
実
施
し
て
い
ま
す
、
区

有
林
の
管
理
作
業
も
、
七
月
に

「
夏
の
山
作
業
」
と
し
て
巡
礼

沢
の
下
草
刈
り
を
行
い
、
今
年

度
の
当
番
区

一
区
、
二
区
、
六

区
よ
り
、
六
十

一
名

の
出
労
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、

予
定
通
り
作
業

が
終
了
し
ま
し

た
。ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

区
有
林
管
理

作
業
は
、
今
後

「
秋

の
山
作
業
」

十

一
月
と

「
春

の
山
作
業
」
三

月
実
施
予
定

で

す
の
で
、
区
民

の
皆
様

の
ご
協

力
を
お
願

い
致

し
ま
す
。

委員会活動報告
林務委員長 西 村 芳 孝

区有林 ヒノ木間伐跡地及び間伐材

■
Ｌ
ロ

七
月
二
十
八
日
午
後
六
時
過

ぎ
か
ら
、
平
成
十
二
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
事
業
の
大
行
事
で
あ

る

「萩
の
里
祭
り
」
が
、
晴
天

の
中
、
下
市
田
区
民
広
場
に
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
の
ご
と
く
、
支
館
幹
部
や
分

館
長
に
よ
る
基
本
計
画
に
始
ま

り
、
実
施
計
画
を
何
度
と
な
く

重
ね
、
七
月
初
旬
に
は
、
関
係

代
表
者
会
議
も
開
か
れ
、
昨
年

の
反
省
を
生
か
し
、
よ
り
楽
し

く
、
祭
り
を
有
意
義
な
も
の
に

す
る
た
め
に
、
役
割
分
担
別
の

打
合
せ
も
、
支
館
部
員
の
司
会

の
も
と
熱
の
こ
も

っ
た
詳
細
な

話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
祭
り
の
当

日
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
催
事

者
の
関
係
各
位
の
集
合
の
も
と
、

午
後
早
く
か
ら
会
場
作
り
が
始

ま
り
、
準
備
も
順
調
に
進
み
、

祭
り
開
催
の
花
火
の
音
を
聞
く

前
に
も
子
供
達
が
集
ま
り
始
め
、

そ
の
後
各
区
の
座
席
に
も
次
第

に
人
が
埋
ま
り
、
い
よ
い
よ
祭

り
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
待

つ
ば

か
り
と
な

っ
た
。

ま
だ
ま
だ
明
る
い
会
場
に
、

女
性
ば
か
り
の
大
鼓
愛
好
グ
ル
ー

プ

「
紅
華

（く
れ
な
い
）」
の
力
強

い
太
鼓
の
音
が
響
き
、
最
初
に

開
会
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
い
よ
い
よ
平
成
十
三
年
の

萩
の
里
祭
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
再
び

「紅
華
」
に
よ

る
に
ぎ
や
か
な
太
鼓
、
下
市
田
・

吉
田
河
原
の
各
保
育
園
児
に
よ

る
愛
く
る
し
い
ダ
ン
ス
、
後
は

皆
さ
ん
参
加
さ
れ
て
楽
し
ん
で

り、
納
涼
盆
踊
り
貫

あ
り
、
民
踊
ク
ラ

引．
‘

ブ
の
踊
り
あ
り
、　
一恭
い
一

各
種
の
演
技
等
が

．、
′
一

に
ぎ
に
ぎ
し
く
行

〆
ヘ

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
バヘ

祭
り
の
も
う

一

つの楽
し
み
は何
蘭

と
い

っ
て
も
各
区

』″

青
年
会
担
当
に
よ
Ｐ
‐

る
「お
楽
し
み
コ
ー
「

ナ
ー
」
で
も
あ
り
・●

ま
す
。
縁
日
で
お
議

な
じ
み
の
焼
き
そ

「

ば

ｏ
綿
菓
子

ｏ
か

き
氷

・
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
は
も
ち

ろ
ん
、
伊
那
谷
名
物
の
五
平
餅

や
も

つ
煮
込
み
に
至
る
ま
で
、

子
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大

人
も
格
安
な
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
列
を
作
り
、

夏

の

一
夜
を
楽
し
ん
で

い
る
様
子

で
し
た
。

時
間
の
経

つ
の
は
早

い
も
の
で
、
楽
し
く
過

ご
し
た
時
間
が
あ

っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
来
年

も
ま
た
こ
の
会
場

で
会

い
ま
し
ょ
う
の
言
葉
を

最
後
に
、
お
開
き
と
な

っ

た
の
で
す
。

最
後

に
、
翌
朝

の
片

付
け
作
業
を
含
め
、
萩

の
里
祭
り
に
関
連
し
、

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た

関
係
各
位
に
対
し
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
来
年
も

一

層
盛
大
な
祭
り
と
な
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

"い

―′ ― ―嗜 缶__日‐

各地区青年会

下市田保育園 園児おどリとどろきわたる紅華太鼓
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下
市
田
区
と
公
民
館
主
催
に

よ
る

「
地
元
出
身
町
議
と
区
民

と
の
懇
談
会
」
は
、
去
る
六
月

九
日
午
後
七
時
よ
り
、
下
市
田

区
民
会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
原
昭
夫
、
倉
沢
岩
雄
、
伊
奈

川
義
公
、
久
保
田
昌
幸
、
熊
谷

元
尋
各
議
員
の
出
席
を
頂
き
、

公
民
館
支
館
長
、
区
長
の
挨
拶

の
あ
と
各
議
員
よ
り
、
議
会
活

動
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
は
、
町
会
議

員
選
挙
を
間
近

に
控
え
た
最
中

の
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
後

の

質
疑
応
答
は
、
熱
気
を
感
じ

つ

つ
も
粛
々
と
進
行
し
た
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。

キ
倉
沢
岩
雄
議
員
よ
リ

町
村
合
併
を
め
ぐ
る
状
況

町
村
合
併
に
つ
い
て
、
上
伊

那
で
は
、
合
併
協
議
会
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
下
伊
那
に
お

い
て
は
自
主
的
な
方
向
で
あ
る

が
、
平
成
十
七
年
ま
で
の
五
年

間
が
合
併
推
進
と
な
る
。

財
政
面
に
つ
い
て
は
、

県
の
調
査
に
よ
れ
ば
郡
下

ｔ
　
全
体
で
も
群
を
抜
い
て
健

全
な
財
政
で
あ
る
。

下
市
田
地
区
郵
便
局
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年

十
月

一
日
開
局
予
定
で
あ

る

。

、
キ
伊
奈
川
義
公
議
員
よ
り

建
設
関
係
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
五
月
二
十

八
日
に
、
広
域
農
道
が
開

通
し
、
九
月
頃
に
は
飯
田

市
ま
で
開
通
す
る
予
定
で

あ
る
。
ふ
る
さ
と
農
道
別
曽
線

大
島
川
橋
梁
の
本
年
度
完

成
を
目
指
す
。

新
田
の
住
宅
地
区
計
画

に
つ
い
て
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

小
原
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

古
い
の
で
取
壊
し
競
売
に
か
け

返
済
に
あ
て
る
。

牛
牧

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
地
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
要
望
や
湯

ケ
洞
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
、　
一
億
二
百
万
円
を
か
け
て
、

今
年
度
完
成
す
る
。

大
丸
山
下
排
水
路
整
備
に
つ

い
て
、
八
千
四
百
万
円
の
予
算

で
実
施
。

下
市
田
朝
霧
の
里
道
路
整
備

着
手
。

＋
久
保
田
昌
幸
議
員
よ
り

産
業
関
係
に
つ
い
て

農
業
振
興

に
つ
い
て
は
、
自

給
率

の
向
上
を
目
指
し
、
町
と

農
協

の
協
力
関
係
を
改
善
し
て

い
く
。
市
田
柿
加
工
の
研
究
費
を
助

成
し
、
施
設

の
働
き
か
け
等
を

行

い
、
農
協

の
活
性
化

へ
と
、

つ
な
げ

て
い
け
る
の
で
は
な
い

ム″＋
熊
谷
元
尋
議
員
よ
り

総
務
文
教
関
係
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
開
設
に

つ
い
て
、
今
年
度
秋
以
降
の
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。

学
童
保
育
の
受
け
入
れ
年
齢

の
拡
大
と
児
童
館
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課

題
で
あ
る

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
今
年

あ
る
。
下
水
道
工
事
は
、　
一
期

工
事
が
終
了
。
現
在
、
二

期
工
事

に
入

っ
て
い
る
。

質

疑

応

答

Ｑ
　
蘭
植
物
園
に
つ
い
て

今
年
度
予
算
の
使
い
道
と

現
状
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
　
現
状
と
し
て
は
、
設

計
は
桂
設
計
で
、
造
成

・

建
物
の
建
設
は
神
稲
建
設

で
行
う
。
ま
た
、
運
営
に

つ
い
て
は
、
信
州
苑
が
行

い
、
地
元
の
農
産
物
の
販

売
を
行
う
。

平
成
十
四
年
三
月
に
完

成
の
予
定
。

Ｑ
　
広
域
連
合
等
町
村
合
併

に

つ
い
て
、
過
去

の
例
を
見

て
も

合
併

に
よ

っ
て
良
く
な

っ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
が
、
町
と
し

て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

Ａ
　
広
域
連
合
と
町
村
合
併

に

つ
い
て
は
、
別

の
も
の
と
し
て

考
え
て
い
る
。

平
成
十
七
年

に
合
併
促
進
法

が
で
き
、
優
遇
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
る
と
し
て
い
る
が
、
町

と
し
て
は
慎
重

に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

Ｑ
　
道
路
が
広
く
な
る
と
共

に

排
水
量
も
増
え
る
が
、
地
区
計

画
内

で
の
用
排
水
路

の
問
題

に

つ
い
て
は
ど
う
対
処
し
て
い
く

の
か
。

Ａ
　
利
水
圏
等

の
問
題
も
あ
る

の
で
、
今
後

の
研
究
課
題

に
し

て
い
く
。

Ｑ
　
町
内

の
塵
廃
処
理
を
蘭
植

物
園
の
燃
料

に
利
用
で
き
な
い

偽
″
Ａ
　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
も
あ

る
の
で
、
燃
料
に
利
用
す
る
の

は
難
し
い
が
、
将
来

へ
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

Ｑ
　
町
内
に
お
か
れ
る
青
少
年

の
育
成
問
題
に
つ
い
て
今
後
の

考
え
方
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た

Ａ
　
高
森
町
に
あ

っ
た
生
活
安

全
条
例
等
研
究
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

Ｑ
　
多
目
的
な
教
養
施
設
、
ま

た
は
文
化
施
設
は
作
れ
な
い
か
。

Ａ
　
現
状
と
し
て
は
、
文
化
施

設
の
稼
働
率
等
考
え
る
と
財
政

難
と
な
り
現
実
に
は
難
し
い
。

Ｑ
　
小
原
団
地
跡
地
の
競
売
に

つ
い
て
。

Ａ
　
平
成
十
三
年
度
内
に
売
却

し
、
民
間
宅
地
業
者
に
入
札
予

定
で
あ
る
。

Ｑ
　
県
道
市
田

（
Ｔ
）
上
市
田

線
は
子
ど
も
達
も
通
学
に
使
う

と
い
う
事
も
あ
る
の
で
、
歩
道

等
考
え
て
も
ら
え
な
い
か
。

Ａ
　
い
ろ
い
ろ
な
案
を
含
め
て

研
究
し
、
町
の
方

へ
も
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

■
■
■
■

_,II卜、

ハ

度
よ
り
、
い
ち
だ
牛
乳
を
取
り

入
れ
た
。

住
民
情
報
公
開
条
例
に
つ
い

て
、
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

キ
原

昭
夫
議
員
よ
り

各
事
業
の
経
過
に
つ
い
て

福
祉
複
合
施
設
完
成
に
つ
い

て
、
平
成
十
四
年
二
月
完
成
。

四
月
ォ
ー
プ
ン
に
向
け
順
調
に

建
設
中
で
あ
る
。

子
育
て
の
支
援
事
業
と
し
て
、

小
学
校
六
年
生
ま
で
、
医
療
費

無
料
化
。

下
水
道
工
事
及
び
農
集
排
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
完
成
。
処
理

場
が
出
来
れ
ば
使
用
が
可
能
で

Rふ

『

L
ヽ_

ハ″



(5)平成13年 11月 1日 下 市 田 区 報・ 館 報 第 50号

今
年
も

「
下
市
田
文
化
祭
り
・

敬
老
会
」
が
十
月
十
三

・
十
四

日
の
二
日
間
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
両
日
と
も
秋
晴
れ
の

―

‥
コ

Ｆ

‥

平成13年度

「下市田文化祭り・敬老会」

ぐるリウォーキング

＝
＝
来

僣

祭

鍵

一一一一＝
一一一敬

老

会

一一一一̈一̈一一

中
大
勢
の
方
々
の
参
加
で
楽
し

い
文
化
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

十
三
日
は
、
午
後

一
時
よ
り

展
示
開
始
と
な
り
、
時
間
を
見

つ
け
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
書

ｏ
絵
画
を
は
じ
め

手
工
芸

・
皮
工
芸

・
陶
芸

・
生

け
花

・
盆
栽
等
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
品
々
が
所
狭
じ
と
並

び
、
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で

し
た
。

い
ろ
い
ろ
印
象

に
残

っ

た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中

で
も
、
ど

の
家

に
も
あ
る
タ
オ

ル
を
使

っ
て
作
ら
れ
た
可
愛
ら

し
い
人
形
や
、
ヤ
ク
ル
ト
の
容

器
を
再
利
用
し
た
も
の
な
ど
工

夫
さ
れ
て
ス
テ
キ
な
作

品
に
仕
上
が

っ
て
い
て
、

ア
イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ

て
い
た
の
が
と
て
も
良

か

っ
た
で
す
。

十
四
日
は
、
十
二
時

過
ぎ
よ
り
大
ホ
ー
ル
に

て

「
敬
老
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
数
多
く

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
あ

り
、
賑
や
か
な
も

の
と

な
り
ま
し
た
。
数
組

の

一Ｅ

踊
り
の
グ

ル
ー
プ
の
発

」■

表
が
あ
り
ま
し
た
が
、　
一雨

色
鮮
や
か
な
衣
装

に
も

一下

目
を
奪
わ
れ
、
男
踊
り

の
力
強
さ
と
女
踊
り
の

し
な
や
か
で
や
さ
し
い
動
き
の

両
方

の
良
さ
を
見
る
事
が
出
来
、

と
て
も
す
ば
ら
し
か

っ
た
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
合
い
間
、

合
い
間
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

が
あ
り
気
分
が
変
わ

っ
て
ま
た

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
見
ら
れ
た
の

も
、
な
か
な
か
良
い
工
夫
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
最
後
の
方
で
は
、
高
森
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ン
ズ
の
皆
さ
ん
の
演
奏
の

中
に
演
歌
メ
ド
レ
ー
数
曲
も
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
曲
を
回
ず

さ
む
人
も
多
く
、
中
に
は
飛
び

入
り
で
マ
イ
ク
片
手
に
自
己
紹

介
を
し
、
元
気
に
歌
を
歌

っ
て

下
さ
る
方
も
あ
り
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

今
年
、
支
館
部
員
を
や
ら
せ

trft*ary
き會』

10こ

"レ
iラ■ _.ラ

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
あ

り
初
め
て
下
市
田
文
化
祭
り
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
と
手
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
作
品
の
数
々
や
練
習

を
重
ね
て
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
た

各
団
体
の
方
々
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
働
き
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
部
門
に
お
い
て
多
く
の
方
々

が
活
躍
さ
れ
、
し
か
も
楽
し
ん

で
や

っ
て
い
る
姿
を
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
下
市
田
に
は
沢
山

の
素
晴
ら
し
い
人
材
が
こ
ん
な

に
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の
か
と
驚

く
と
と
も
に
、
と
て
も
う
れ
し

い
気
持
ち
で

「
下
市
田
文
化
祭

り

●
敬
老
会
」
を
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
下
市
田
の
良
い

所
を
ま
た

一
つ
発
見
で
き
た
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

松
原
み
ゆ
き

記

一̈一一一一一̈一一鯉

一る

一鮮

現̈

一蒸
一．確
一ギ

¨̈凛
一分

一̈一一̈一一̈̈一

下
市
田
公
民
館
支
館
事
業
と
　
ら
れ
る
夕
映
え
道
路
に
、
秋
に

し
て
、
十
月
十
四
日
午
前
中
、
　

咲
く
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
の
か
れ
ん

ぐ
る
リ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
　
な
花
等
、
秋
な
ら
で
は
の
め
ず

れ
、
多
数
区
民
の
御
参
加
を
頂
　
ら
し
い
草
花
を
見
な
が
ら
、
楽

き
楽
し
い

一
時
を
過
ご
す
事
が
　
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
来
ま

出
来
ま
し
た
。
下
市
田
史
秋焚
ム
・
　
し
た
。
そ
し
て
仲
間
と
和
気
調

自
然
愛
護
会
の
御
協
力
に
よ
り
、　
調
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
楽
し

高
森
町
の
文
化
遺
跡

・
文
化
財
　
め
た
事
を
嬉
し
く
、
又
来
年
も

等
を
身
を
も

っ
て
知
り
得
る
事

楽
し
み
に
し
た
い
と
思

っ
て
居

が
出
来
ま
し
た
。
今
年
は
富
本
　
り
ま
す
。

銭
の
発
掘
で
全
国
的
に
有
名
と
　
　
尚
萩
山
神
社
に
行
か
れ
た
ら
、

な

っ
た
秋
葉
塔
の
塚
、
そ
し
て
　
ア
ラ
カ
シ
、
ウ
ラ
ジ
オ
ガ
シ
、

清
水
庵
。
こ
こ
清
水
庵
に
は
沢
　
シ
イ
、
本
サ
カ
キ
、
ソ
ヨ
モ
、

山
の
石
碑
、
十
王
の
石
像
等
、
　

カ
ジ
の
木
等
を
探
し
て
見
た
ら

又
旧
下
市
田
学
校
に
お
い
て
は
、
　
い
か
が
と
思
い
ま
す
。

モ
ダ
ン
な
洋
風
建
築
と
し
て
高
　
　
　
　
　
田

中

幸

蔵

記

森
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
居
り
ま
す
。
萩
山
神
社

に
於
て
は
、
過
去
二
度
に

亘
る
火
災
で
焼
失
し
、
現

建
物
は

一
六
五
三
年
に
建

て
ら
れ
、
江
戸
初
期
の
様

式
を
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
二塁
皇
な
立
（化
籠財
と
な
っ

て
居
り
ま
す
。
お
参
り
の

後
、
拝
殿
の
裏
側
を
是
非

御
覧
戴
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
民
俗
資
料
館
、

時
の
駅
に
於
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
出
土
品
等
現
物
を

見
な
が
ら
詳
し
く
御
説
明

頂
き
ま
し
た
。
道
中
少
し

ず

つ
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

ミi

千

■
ゝ
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ヽ」
メ

″

え ら

sr `ffご
_―

″

●

氏
^

野ユt
′
′
“

ヽ

も
，

　
´
　
‘

鳳
Ｆ
レ
／

‐
　
‐
●

『

『

，
　
・ヽ

´

二だ



平成13年 11月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 50号 (6)

よ
う
こ
そ
下
市
田
ヘ

私
の
子
供
の
頃

を
振
り
返

っ
て
み

ま
す
と
、
近
所
の

田
畑
に
夢
と
　
　
　
　
　
　
農
′家つ
，子諜
縫
ψ
、

希
望
を
育
て
に
高
森
へ　
　
　
帥観⊂疇価嗜薇

四

区
　
原

　

　

　

立早
　
見
て
、
「
農
家

は

私
達

一
家
は
、
飯
田
市
の
砂
　
イ
イ
ナ
ァ
」
と
思
い
、
い
つ
か

払
よ
り
、
妻
の
実
家

へ
同
世
帯
　
は
農
業
を
し
た
い
と
思

っ
て
い

と
い
う
形
で
移
転
し
て
参
り
ま
　
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
農
業

し
た
。
義
父
の
他
界
に
よ
り
、
　

を
し
ま
す
と
、
そ
の
裏
に
は
大

農
業
を
引
継
ぐ
者
が
い
な
い
為
、　
変
な
苦
労
と
、
家
族
の
協
力
な

家
族
と
親
族
で
話
し
合
い
、
思
　
く
し
て
は
、
と
て
も
営
む
事
が

い
切
り
、
田
畑

へ
夢
と
希
望
を
　
出
来
な
い
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。

持

っ
て
、
転
居
し
ま
し
た
。
家
　
　
そ
れ
で
も
、
子
供
の
頃
の
夢

族
構
成
は
、
義
姉
、
姪
と
私
共
　
に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
御

四
人
の
六
人
家
族
で
す
。
　
　
　
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少

こ
ち
ら

へ
移
転
し
て
か
ら
感
　
じ
で
も
良
い
農
作
物
を
作
り
、

じ
た
事
は
、
田
畑
が
多
く
、
空
　
生
活
の
支
え
に
し
た
い
と
思

っ

気
の
良
さ
を
感
じ
、
又
夜
に
な
　
て
お
り
ま
す
。

る
と
車
の
音
も
無
く
、
周

り
が
静
か
過
ぎ
て
少
し
の

音
も
気
に
な
る
程
で
し
た

が
、
今
で
は
鳥
の
声
や
虫

の
声
が
快
く
聞
こ
え
、
以

前
の
住
ま
い
よ
り
良
く
眠

れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
こ
ち
ら
で
は
会
合

や
催
し
が
多
く
、
最
初
の

内
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し

て
、
地
域
の
発
展
や
、
団

結

へ
の
熱
意
を
感
じ
、
私

も
出
来
る
限
り
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

過
日
、
中
国
の
上
海
地
方
を

旅
行
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
三

日
間
と
い
う
短
い
日
程
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
日
本
と
は
歴
史
、

因
縁
と
も
に
深
い
中
国
大
陸
を

楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

第

一
印
象
は

『
な
ん
と
も
、

広
い
』
の

一
言
で
し
た
。
ど
こ

ま
で
も
続
く
地
平
線
に
、
海
か

と
見
間
違
う
よ
う
な
大
き
な
湖

沼
、
旅
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
名

前
す
ら
な
い
の
に
、
対
岸
の
か

け
ら
も
見
え
ま
せ
ん
。

（笑
）

風
景
が
何
も
か
も
日
本
と
大
違

い
で
、
現
実
感
に
欠
け
、
あ
た

か
も
夢
の
中
の
よ
う
で
、
三
国

志
や
水
滸
伝
の
舞
台
と
な

っ
た

地
に
足
を
着
け
ま
し
た
。

見
回
す
と
、

歩

い
て
い
る
人

は
日
本
人

の
よ

う
で
中
国
に
居

る
と
い
う
実
感

私
方
は
純
農
家
と
し
て
農
業

を
営
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
時

代
の
流
れ
に
よ
り
後
継
者
は
勤

め
の
関
係
で
家
を
離
れ
て
い
る

の
で
、
何
と
か
耕
地
を
守
り
た

い
と
老
人
二
人
暮
ら
し
で
昔
乍

ら
の
経
営
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

水
田
は
減
反
の
強
化
に
伴
い

作
も
少
な
く
な

っ
た
の
は
仕
方

な
い
が
、
減
反
分
の
利
用
に
は

全
く
困

っ
て
お
り
ま
す
。
作
付

け
を
止
め
て
空
き
田
に
し
た
分

は
除
草
耕
起
を
毎
月
の
様
に
行
っ 二

区

坂
　
牧
　
い
ち
子

て
お
り
、
見
て
い
て
も
大
変
で

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
作
ら
な

く
て
も
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
り

ま
す
が
、
作
ら
ね
ば
荒
地
と
な

る
事
は
明
ら
か
な
事
で
、
仕
方

な
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
的
な
お
付
き
合

い
の

中
、
作
物

の
手
入
れ
の
時
期

と
重
な
り
、
会
合

に
も
出
席

出
来
な
い
事
は
悩
み
の
種

で

あ
り
ま
す
。
本
年

の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
は
最
長
九
連

体
と
か
で
、
こ
の
間
に
旅
行

中
国
大
陸
を
旅
し
て

が
無
い
の
で
す
が
、
聞
こ
え
て

く
る
言
葉
は
や
は
り
中
国
語
で

す
し
、
ど
こ
と
な
く
服
装
も
町

並
み
も
、
違
う
と
い
う
か
懐
か

し
い
感
じ
の
す
る
古
き
日
本
が

其
処
に
あ
る
よ
う
な
不
思
議
な

感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

買
い
物
を
し
て
も
信
じ
ら
れ

な
い
安
さ
な
の
で
す
が
、
ま
だ

高
い
ら
し
く
値
引
き
を
求
め
る

と
、
半
値
く
ら
い
ま
で
下
が
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
食
事
は
大
変
に
お
い
し
く
、

か

つ
、
安
さ
と
量
に
驚
か
さ
れ
、

中
国
と
い
う
国
の
歴
史
の
深
さ

を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。

僅
か
三
日
間
の
旅
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
、
そ
れ
は
そ
の
土

地
と
人
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
と
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
総

て
を

一
方
的

に
理
解
す
る
こ
と

は
、

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
お
互

い
に
価
値
観
を
押

し
付
け
て
は
、
理
解
す
る
ど
こ

ろ
か
、
争

い
に
す
ら
な
る
。

今
回
の
同
時
多
発

テ
ロ
事
件

に

つ
い
て
も
色
々
な
要
因
や
行

き
違

い
や
、
意
図
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
だ
け
に
責
任

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
争
い
や
、

貧
富

の
無

い
世
界
を
人
間
は
い

つ
か
作
り
あ
げ
る
こ
と
を
信
じ

た
い
も
の
で
す
。

百
姓
二
人
暮
ら
し

し
た
人
は
二
千
数
百
万
人
に
の

ぼ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
共
の
経
営
で
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
育
苗
植
付
け
の
時

期
で
、
ど
ち
ら
か
が
管
理
し
な

け
れ
ば
家
を
留
守
に
す
る
事
す

ら
出
来
ま
せ
ん
。
労
働
に
は
慣

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
記
事

を
読
む
と
人
生
の
焦
り
す
ら
感

じ
ま
す
。
若

い
人
達
が
帰
省
し

て
台
所
を
や

っ
て
く
れ
る
時
は

何
と
嬉
し
い
事
か
、
野
か
ら
帰

り
そ
れ
か
ら
支
度
し
て
と
い
う

毎
日
の
中
、
据
膳

で
家
族

の
喜

び
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
人
暮
ら
し
は
気
兼
ね
な
く

い
い
な
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、

町
民
運
動
会

の
日
に
連
休
だ
か

ら
と
長
男
が
援
農

に
来

て
く
れ

ま
し
た
が
、
前
述

の
様

で
運
動

会
は
気
兼
ね
し

つ
つ
御
無
礼
し

て
手
伝

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

健
康
第

一
に
と
暮
ら
す
老
人

農
業

の

一
端
を
書
か
し
て
戴
き

ま
し
た
。

六
区

下

平

卓

也

ヽ _

ヽ

―
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中
学
生
に
な

っ
て
　

　

に
な
っ
た
。
た
っ

中

一

林

　

祐

輝

（五
区
）

は
豚

部

は
ぼ

ユ
　
Ｔ
ユ
今
年
の
春
に
、
僕
は
中
学
生

に
な

っ
た
。
中
学
校
生
活
は
小

学
校
と
は
違
い
、
い
ろ
い
ろ
大

変
に
な

っ
た
。
ま
ず
、
授
業
の

時
間
が
四
十
五
分
か
ら
五
十
分

私
は
、
小
学
四

年
生
の
春
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
卓
球
部

に
入

っ
て
い
ま
す
。

朝

の
六
時
三
十
分
か
ら
八
時
三

十
分
ま
で
の
二
時
間
、
町
民
体

育
館
二
階
、
卓
球
室

で
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
四
年
生

に
な

っ

て
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
は
る
か
さ

ん
と
、
三
年
生
ま
で
ク
ラ
ス
メ

じ
る
。
今
ま
で
な
か

っ
た
教
科

も
あ
る
。
英
語
だ
。
僕
は
い
ま

い
ち
英
語
が
わ
か
ら
な
い
。
で

も
単
語
を
覚
え
た
り
、
文
を
く

り
返
し
読
ん
だ
り
し
て
勉
強
し

て
い
る
。
宿
題
も
毎
日
英
語
、

数
学
、
国
語
、
生
活
記
録
と
四

つ
あ
る
。
部
活
も
あ
る
の
で
学

校
か
ら
帰
る
と
疲
れ
て
し
ま
う
。

あ
と
中
学
か
ら
は
テ
ス
ト
が
あ

る
。
小
学
校
で
も
あ

っ
た
け
ど

中
学
で
の
テ
ス
ト
は
難
し
い
。

ヽ
イ
ト
だ

っ
た
亜
純
さ

ほ

ん
と

一
緒
に
、
当
時

■
選
一
部
員
数

一
名
の
卓
球

′
部
に
、
入
部
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
総
部

員
は
五
名
と
少
な
く
、

不
・安
で
し
た
。
で
も
、

今
年
は
、
部
員
も
十

名
に
な
り
、
そ
の
中

で
、
五
年
生
が
六
人

と
多
く
、
中
心
と
な

っ
て
が
ん

ば

っ
て
い
ま
す
。
練
習
中
は
、

い
つ
も
元
気
で
、
皆
や
る
気
満
々

で
す
。
私
も
、
二
年
目
な
の
で
、

友
達
や
、
下
級
生
の
練
習
の
相

手
、
先
生
と
の

一
対

一
な
ど
、

日
曜
日
二
時
間
の
練
習
は
、
す

ご
く
楽
し
く
て
、
時
間
が
と
て

も
短
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の

一
方
苦
手
な
事
も
あ

り
ま
す
。
夏
の
卓
球
室
は
蒸
し

風
呂
の
よ
う
に
暑
い
の
で
、
卓

球
室
に
入
る
の
が
い
や
に
な
り

ま
す
。
冬
は
、
朝
が
早
い
の
で
、

テ
ス
ト

一
週
間
前
位

に
な
る
と

か
な
り
あ
せ
る
。

で
も
大
変
な

こ
と
ば
か
り
で
も
な
い
。
学
年

行
事
と
し
て

一
年

で
は
キ

ャ
ン

プ
が
あ

っ
た
。
暑
か

っ
た
け
れ

ど
楽
し
か

っ
た
。
ほ
か
に
ク
ラ

ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。

バ
レ
ー
と

ド

ッ
ヂ
ボ
ー
ル
と
バ
ス
ケ

ッ
ト

を
し
た
。
あ
と
文
化
祭
も
あ

っ

た
。
文
化
祭

の
中

で
音
楽
会
も

あ

っ
た
。
各
組
で
歌
を
歌

っ
た
。

局
長

佐

藤

直

司

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
下
市
田
郵
便

局
は
十
月

一
日
に
開
局
い
た
し

ま
し
た
。
開
局
日
は
大
雨
の
天

′
＞
くヽ
ご
′
ヽ
ｃＰ
＞
Ｃヽ′
ｂ
一ヽ
Ｃ′
ゝ
４ヽ
く
ζ

外
は
ま
だ
真

っ
暗
だ
し
、
寒
く

て
起
き
る
の
が
辛
い
で
す
。
今

ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
好
き
で

も
な
く
、
得
意
で
も
な
か

っ
た

私
が
、
こ
の
″卓
球
〃
と
い
う
、

一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
、
す
ご
く

好
き
に
な
り
、
も

っ
と
上
手
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
の
夢
は
、
い
つ
か
大
き

な
大
会
に
出
場
す
る
事
で
す
が
、

も
う
少
し
、
欲
を
出
せ
ば
、
そ

の
大
会
で
、
優
勝
し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
夢
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
け
ど
、
が
ん
ば
れ
た
。
ほ
か

に
よ
く
な

っ
た
こ
と
は
、
友
達

が
増
え
た
こ
と
だ
。
北
小
の
人

や
話
し
た
こ
と
の
な
い
人
と
も

友
達
に
な
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も

友
達
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
大
変
な
こ
と
や
良
い
こ

と
が
あ
る
。
卒
業
す
る
ま
で
し
っ

か
り
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
し

た
い
で
す
。

候
で
し
た
が
、
下
市
田
保
育
園

年
長
組
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
、
お
祝
い
の
く
す
玉
割
り

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

盛
大
に
開
局
が
出
来
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
市
田
へ
郵
便
局
を
の
声
か

ら
七
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、
こ

の
間
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
区
長
さ
ん
始
め
多

く
の
方
々
に
大
変
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
開
局
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
下
市
田
郵
便
局
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
パ
ー

ス
様
南
に
位
置
し
、
国
道
沿
い

に
な
り
ま
す
。
局
舎
は
木
造

平
屋
造
り
で
、
地
域
と
の
調

和
を
考
え
ま
し
て
和
風
の
た

た
ず
ま
い
と
し
ま
し
た
。
ま

た
ご
高
齢
の
方
に
も
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
に
と
、
道
路
か
ら
の
段

差
の
無
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

い
た
し
ま
し
た
。
車
は
駐
車

場
に
入
り
や
す
く
、
ま
た
下

市
田
駅
に
も
近
く
、
ま
た
町

の
福
祉
バ
ス
で
お
越
し
の
方

も
停
留
所
が
局
の
角
に
あ
り
、

郵
便
局
が

一
歩
近
く
な

っ
た

よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

下
市
田
郵
便
局
は
、
高
森

町
内
で
は
四
番
目
の
郵
便
局

と
な
り
ま
す
。
山
吹
・
上
市
ド

田
と
同
じ
無
集
配
特
定
局
と
響

な
り
ま
す
。
配
達
業
務
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
窓
口
業
務
は
、

切
手

・
は
が
き

・
ゆ
う
ゆ
う
パ
ッ

ク
の
郵
便
と
、
振
替

ｏ
為
替
等

の
貯
金

・
年
金
恩
給
等
と
簡
易

保
険
を
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
皆
様

に
郵
便
局
が
ど
ん
な
お
手
伝
い

が
で
き
る
か
を
考
え
、　
一
人
で

も
多
く
の
方
が
郵
便
局
が
で
き

て
良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
頑
張

っ
て
参
り
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共

一
層
の
ご
愛
顧
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

卓   球
小5林  愛 美 (4区 )
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二
十

一
世
紀

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

六
区
自
治
会
長

甕

　

一二
　

郎

出
砂
原
は
、
昭
和
十
六
年
下

市
田
二
区
か
ら
分
離
し
て
六
区

と
な
り
、
六
十
年
に
な
り
ま
す
。

六
区
の
発
展
は
市

田
駅
が
出
来
、
鉄

の
明
神
橋
が
出
来
、

天
竜
社
が
出
来
た

三
点
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。
全

盛
期
は
二
百
六
十

戸
を
越
す
集
落
と

な
り
、
活
気
に
あ

ふ
れ
た
。

地
区
は
交
通
運
輸
の
要
衝
と

し
て
東
西
の
交
流
も
産
業

・
経

済

・
商
工
の
中
心
地
と
し
て
活

動
し
、
商
店
街
は

大
変
繁
盛
し
て
い

た
。
駅
も
飯
田
に

次
ぐ
乗
降
を
な
し

舟
下
り
観
光
駅
と

し
て
急
行
停
車
で

盛
況
を
極
め
た
。

駅
前

一
帯
は
町
の

サ
串
因
口
で
、
錦
″何
・

郵
便
局
辺
り
が
特

に
観
光
会
社
三
社

の
客
引
き
合
戦
は

一
日
中
騒
々
し
く

有
名
で
あ

っ
た
。

飛
躍
的
発
展
を

遂
げ
た
六
区
も
四

十
四
年
に
天
竜
社

の
閉
鎖
、
四
十
五
年
頃
を
ピ
ー

ク
に
低
迷
に
入
る
。
道
路
網
の

発
達
や
大
型
店
の
進
出
、
車
社

会
と
駐
車
場
問
題
等
六
区
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
た
。

地
域
外

へ
の
移
転
や
廃
業
、

住
居
移
動
の
続
出
で
商
店
街
も

衰
退
の

一
途
で
あ

っ
た
。

六
十
二
年
に
国
鉄
が
分
割
民

営
と
な
り
、
駅
は
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
、

平
成
八
年
新
明
神
橋
に
架
け
替

わ
る
。
出
砂
原
の
発
展
を
歴
史

的
に
思
う
時
、
や
は
り
あ
の
三

点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

っ
た
。

愈
々
二
十

一
世
紀
、
あ
の
地

に
厚
生
病
院
が
、
福
祉
複
合
施

「灯篭流し」には、子供たちも大勢参加して
賑わいをそえています。

設
が
、
駅
構
内
の
地
は
お
祭
り

広
場
と
な
り
、
朝
霧
道
路
に
つ

な
が
る
。

六
区
の
今
後
は
第
二
の
黄
金

期
に
向
か

っ
て
新
た
な
発
展
を

遂
げ
る
為
、
住
民
総
意
の
決
断

が
来
た
よ
う
に
思
う
。
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私
達
の
民
踊

ク
ラ
ブ
は
、
昭

和
五
十
七
年
五

月
、
北
の
原
会

所
の
建
設
完
成

と
同
時
に
発
足

致
し
ま
し
た
。

会
所

の
あ
る
中
央
公
園
に
は
、

さ

つ
き
の
木
が
沢
山

に
植
え
ら

れ
て
お
り
、
時
を
忘
れ
ず
美
し

い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
花
と
五
月
発
足
を
取
り
入

れ
、
会

の
名
前
を
北

の
原
さ

つ

き
会
と
致
し
ま
し
た
。
現
在
七

名

の
会
員
で
、　
一
ヶ
月

に
二
回

先
生
を
お
願
い
し
、
練

習
し
て
い
ま
す
。
お
互

い
に
忙
し
い
中
を
集
ま

る
の
で
す
が
、
快

い
汗

を
か
く
事
、
皆
と
顔
を

合
わ
せ

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
は
か
る
事
を

目
的
と
し
、
毎
回
大
笑

い
し
、
健
康

で
踊
れ
る

事

に
喜
び
を
感
じ
乍
ら

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

町
や
区
で
行
わ
れ
る

敬
老
会

・
ふ
る
さ
と
祭

り

・
民
踊
ク
ラ
ブ
発
表
会

に
も

出
来
る
だ
け
参
加
し
、
練
習
の

成
果
を
発
表
さ
せ
て
頂

い
て
居

り
ま
す
。

会
員
全
員
が
仲
良
く
年
を
重

ね
、

こ
の
頃

で
は
覚
え
る
よ
り

忘
れ
る
方
が
早

い
年
齢
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
体
の
健
康
、
脳
の
活

性
化
、
皆
で
楽
し
く
を
目
標
に

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「軽
い
運
動
を
し
た
い
な
」
と

思
う
方
、
是
非
お
出
か
け
下
さ

い
。　
一
緒
に
踊

っ
て
み
ま
せ
ん

ユ″

民
踊
ク
ラ
ブ

さ
つ
き
会

代
表

湯

沢

智

子

こ
の
度
、
下
市
田
区
民
会
館

西
側
に
新
し
く
屋
外
水
洗
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
、
特
に
ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ
に
際
し
て
大
変
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
居
り
ま
し
た

が
、

こ
れ
か
ら
は
気

楽

に
ご
使
用
戴
き
た

い
と
思

っ
て
居
り
ま

す
。
ご
使
用
に
際
し

て
、

い
つ
も
キ

レ
イ

に
、
お
互

い
気
持
ち

よ
く
用
を
済
ま
せ
ら

れ
る
様
、
又
後
か
ら

使
用
さ
れ
る
人

の
為

昭
和
五
十
九
年

一
月

一
日
に

区
報

「萩
の
郷
」
第

一
号
が
発

行
さ
れ
、
今
回
は
第
五
十
号
の

節
目
を
迎
え
た
。

当
時
の
区
長
林
直
輔
氏
は
、

「
住
み
よ
い
下
市
田
づ
く
り
」

を
、
発
刊
理
由
の

一
つ
と
し
て

挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

区
の
情
勢
、
各
分
野
で
の
活

動
報
告
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見

ｏ
提
言
等
の
取
り
扱
い
、

更
に
そ
れ
等
を
記
録
に
残
す
手

段
と
し
て
も
、
地
域
づ
く
リ
ヘ

の
区
報
の
も

つ
意
義
は
、
大
き

い
も
の
が
あ
る
。

を
考
え
、
品
位
あ

る
用
を
済
ま
せ
ら

れ
た
い
も
の
で
す
。
万

一
、
汚

れ
て
し
ま

っ
た
ら
そ
の
場
で
キ

レ
イ
に
し
て
か
ら
戻

っ
て
欲
し

い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
等
捨

て
な
い
で
下
さ
い
ね
。
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限
ら
れ
た
紙
面
に
、
集
約
さ

れ
て
い
る
そ
の
時
々
の
記
事
に

ふ
れ
る
と
、
十
八
年
間
に
わ
た

る
先
輩
諸
氏
の
、
真
剣
な
取
り

組
み
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

尚
、
四
十
六
号
か
ら
は
、
読

み
易
さ
を
考
慮
し
て
紙
面
も

一

ま
わ
り
大
き
く
な

っ
た
。

五
十
号

「
萩
の
郷
」
を
お
届

け
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で

培
わ
れ
た
実
績
を
汚
す
こ
と
な

く
、
益
々
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
区
報

・
館
報
で
あ
る
よ

う
、
心
新
た
に
励
み
た
い
と
思

う
。
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